
﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
し
く
み

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

一
二
〇

六
〇

六
〇

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
し
く
み

発
達
と
老
化
の
理
解

六
〇

三
〇

三
〇

認
知
症
の
理
解

六
〇

三
〇

六
〇

発
達
と
老
化
の
理
解

六
〇

三
〇

三
〇

障
害
の
理
解

六
〇

三
〇

三
〇

認
知
症
の
理
解

六
〇

三
〇

六
〇

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

一
二
〇

六
〇

六
〇

障
害
の
理
解

六
〇

三
〇

三
〇

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

別
表
第
四
の
二
（
第
七
条
の
二
関
係
）

別
表
第
四
の
二
（
第
七
条
の
二
関
係
）

科

目

時

間

数

科

目

時

間

数

人
間
の
尊
厳
と
自
立

五

人
間
の
尊
厳
と
自
立

五

社
会
の
理
解
Ⅰ

五

社
会
の
理
解
Ⅰ

五

社
会
の
理
解
Ⅱ

三
〇

社
会
の
理
解
Ⅱ

三
〇

介
護
の
基
本
Ⅰ

一
〇

介
護
の
基
本
Ⅰ

一
〇

介
護
の
基
本
Ⅱ

二
〇

介
護
の
基
本
Ⅱ

二
〇

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

二
〇

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

二
〇

生
活
支
援
技
術
Ⅰ

二
〇

生
活
支
援
技
術
Ⅰ

二
〇

生
活
支
援
技
術
Ⅱ

三
〇

生
活
支
援
技
術
Ⅱ

三
〇

介
護
過
程
Ⅰ

二
〇

介
護
過
程
Ⅰ

二
〇

介
護
過
程
Ⅱ

二
五

介
護
過
程
Ⅱ

二
五

介
護
過
程
Ⅲ

四
五

介
護
過
程
Ⅲ

四
五

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
Ⅰ

二
〇

発
達
と
老
化
の
理
解
Ⅰ

一
〇

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
Ⅱ

六
〇

発
達
と
老
化
の
理
解
Ⅱ

二
〇

発
達
と
老
化
の
理
解
Ⅰ

一
〇

認
知
症
の
理
解
Ⅰ

一
〇

発
達
と
老
化
の
理
解
Ⅱ

二
〇

認
知
症
の
理
解
Ⅱ

二
〇

認
知
症
の
理
解
Ⅰ

一
〇

障
害
の
理
解
Ⅰ

一
〇

認
知
症
の
理
解
Ⅱ

二
〇

障
害
の
理
解
Ⅱ

二
〇

障
害
の
理
解
Ⅰ

一
〇

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
Ⅰ

二
〇

障
害
の
理
解
Ⅱ

二
〇

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
Ⅱ

六
〇

医
療
的
ケ
ア

五
〇

医
療
的
ケ
ア

五
〇

合

計

四
五
〇

合

計

四
五
〇

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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